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労
務
管
理
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
る
働
き
方
改

革
関
連
法
の
概
要
と
留
意
点
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
の
考
え
方

や
ポ
イ
ン
ト
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
対
応
を
解
説
し

ま
す
。

▽
日
時　

11
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

▽
会
場　

佐
久
合
同
庁
舎
講
堂

▽
講
師　

長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

雇
用

管
理
改
善
・
均
等
推
進
管
理
官　

池
上
仁 

氏

▽
演
題　

働
き
方
改
革
関
連
法
の
概
要
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

11
月
13
日
（
水
）

▽
申
込
・
問
合
せ
先　

東
信
労
政
事
務
所
（
電
話

０
２
６
８
・
２
５
・
７
１
４
４
）

第
２
１
８
回
リ
レ
ー
講
座
開
催
の
ご
案
内

▽
日
時　

11
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
5
時

（
終
了
後
懇
親
交
流
会
）

▽
会
場　

佐
久
市
市
民
創
錬
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

講
演
会
・
交
流
会
共
に
無
料

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
・
当
法
人
に
お
け
る
医
商
連
携
の
取
組
／
く
ろ
さ

わ
医
院
院
長　

黒
沢
一
也
氏

２
・
医
療
現
場
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
モ
ノ
づ
く
り
と
は

／
塚
田
メ
デ
ィ
カ
ル
・
リ
サ
ー
チ
代
表
取
締
役　

塚

田
修
氏

３
・
人
に
優
し
い
“
着
る
”
ロ
ボ
ッ
トcurara

の

開
発
と
実
用
化
／
信
州
大
学
繊
維
学
部
特
任
教
授　

橋
本
稔
氏

▽
申
込
・
問
合
せ
先　

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
・
Ｆ
ｉ
ｉ
事
務
局

（
電
話
０
２
６
８
・
２
１
・
４
３
７
７
）

小
諸
市
店
舗
誘
致
事
業
に
つ
い
て

　

小
諸
市
は
、
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、
旧

北
国
街
道
沿
い
の
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
店
舗

を
開
設
す
る
事
業
者
に
対
し
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
区
域
及
び
業
種

１
地
区
：
市
町
、
本
町
、
荒
町
地
区
北
国
街
道
沿
い

２
業
種
：
飲
食
業
（
喫
茶
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）、

飲
食
料
品
小
売
業
（
パ
ン
・
菓
子
等
）

▽
補
助
対
象
者

１
右
記
に
定
め
る
地
域
、
業
種
で
新
規
出
店
す
る
者

２
法
人
及
び
事
業
主
に
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
者

３
小
諸
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
者

▽
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率

１
補
助
対
象
経
費
：
新
規
開
設
店
舗
の
改
修
費
及
び

広
告
宣
伝
費

２
補
助
率
：
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
（
た
だ

し
２
０
０
万
円
を
限
度
と
す
る
）

（
注
）
補
助
対
象
経
費
に
消
費
税
相
当
額
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間　

令
和
２
年
３
月
13
日
（
金
）

▽
補
助
要
件

１
空
き
店
舗
等
は
市
町
、
本
町
及
び
荒
町
地
区
の
旧

北
国
街
道
に
面
し
て
い
る
空
き
店
舗
を
い
い
ま
す

２
補
助
金
を
受
け
る
に
は
小
諸
市
補
助
金
交
付
規
則

に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
次
の
事
が
条
件
と

な
り
ま
す

　
（
１
）
店
舗
と
し
て
５
年
以
上
活
用
す
る
こ
と

　
（
２
）
店
舗
の
営
業
時
間
に
11
時
か
ら
14
時
ま
で

の
時
間
が
含
ま
れ
る
こ
と

　
（
３
）
風
営
法
の
許
可
又
は
届
出
が
必
要
な
事
業

で
は
な
い
こ
と

　
（
４
）
宗
教
活
動
又
は
政
治
活
動
を
目
的
と
し
て

い
る
事
業
で
は
な
い
こ
と

　
（
５
）
公
序
良
俗
に
反
す
る
等
、
市
長
が
不
適
切

と
認
め
る
事
業
で
な
い
こ
と

　
（
６
）
ま
ち
づ
く
り
協
定
締
結
区
域
の
た
め
、
建

物
の
外
観
が
変
わ
る
場
合
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化

性
を
尊
重
し
街
並
み
や
景
観
形
成
に
配
慮
す
る
こ
と

▽
申
請
方
法
な
ど
の
問
合
せ
先

小
諸
市
役
所
商
工
振
興
係
（
電
話
２
２
・
１
７
０
０

／
内
線
２
２
１
５
）

　

国
家
公
務
員
が
退
職
後
、
民
間
企
業
な
ど
に
再
就

職
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
民
か

ら
の
批
判
が
大
き
い
現
状
を
踏
ま
え
て
国
家
公
務
員

法
で
は
公
務
の
公
正
性
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
信
頼

確
保
の
為
次
の
３
つ
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

１
・
再
就
職
の
依
頼
、
情
報
提
供
な
ど
の
規
制

２
・
利
害
関
係
企
業
等
へ
の
求
職
活
動
の
規
制

３
・
元
の
職
場
へ
の
働
き
か
け
へ
の
規
制

　

企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
規
制
違
反
を
未
然

に
防
ぐ
観
点
か
ら
、
国
家
公
務
員
、
Ｏ
Ｂ
に
こ
う
し

た
行
為
を
求
め
な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

ま
た
、
規
制
違
反
が
疑
わ
れ
る
行
為
を
見
聞
き
し

た
場
合
に
は
次
の
連
絡
先
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

連
絡
先
：
内
閣
府
再
就
職
等
監
視
委
員
会
事
務
局

（
電
話
０
３
・
６
２
６
８
・
７
６
６
０
）

国
家
公
務
員
の
再
就
職
規
制
へ
の
お
願
い

台
風
19
号
災
害
関
連
の
情
報

●
が
れ
き
処
理
作
業
を
行
う
際
の
注
意
事
項

　

土
砂
崩
れ
・
浸
水
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
な
ど
の

が
れ
き
の
処
理
を
行
う
際
に
は
、
釘
な
ど
に
よ
る
踏

み
抜
き
や
物
の
落
下
な
ど
、
多
く
の
危
険
が
伴
い
ま

す
。
作
業
を
労
働
者
な
ど
に
行
わ
せ
る
際
の
注
意
点

に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
作
業
に
関
わ
る
方
へ
の
教
育
に
活
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
小
諸
労
働
基
準
監
督
署
（
電
話
：
２
２・

１
７
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
災
害
緊
急
特
別
保
証
の
お
知
ら
せ

　

災
害
な
ど
緊
急
事
態
の
発
生
に
よ
り
事
業
へ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
者
の
皆
様
の
経
営
安
定

と
資
金
繰
り
を
支
援
し
ま
す
。

▽
対
象　

台
風
19
号
に
伴
う
災
害
に
よ
る
影
響
を
受

け
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
方

▽
限
度
額　

８
０
０
０
万
円

▽
保
障
期
間　

10
年
以
内
（
措
置
期
間
２
年
以
内
を

含
む
）

▽
保
障
率　

年
０
・
２
５
％
～
１
・
７
％
（
責
任
共

有
制
度
の
対
象
）

問
合
せ
先
：
長
野
県
信
用
保
証
協
会
佐
久
支
部
（
電

話
０
２
６
７
・
６
８
・
８
４
８
４
）

●
台
風
19
号
に
関
す
る
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
休
業
し
て
い
る
事
業
主
の
皆

様
へ
次
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

１
事
業
所
が
災
害
に
よ
り
直
接
被
害
を
受
け
、
労
働

者
が
一
時
離
職
す
る
場
合

２
災
害
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
労
働
者
を
休

業
さ
せ
る
場
合

詳
細
の
問
合
せ
先
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
小
諸
出
張

所
（
電
話
２
３
・
８
６
０
９
）



   － 3 －

日精エー・エス・ビー機械　宮坂 純一　社長

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
象
徴
さ
れ
る
海
洋

汚
染
が
世
界
的
な
問
題
に
な
る
中
、
微
生
物

の
働
き
で
分
解
さ
れ
る
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
「
バ
イ
オ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
」
で
ボ
ト
ル
を
独
自

成
形
す
る
技
術
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

世
界
初
と
な
る
画
期
的
な
新
技
術
で
、
現
状

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
の
代
替
素
材
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
広
が
り
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

バ
イ
オ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
は
、
植
物
由
来
と
石
油
由

来
の
成
分
を
混
ぜ
た
樹
脂
で
、
土
の
中
で
分

解
さ
れ
ま
す
。
こ
の
樹
脂
は
結
晶
性
の
高
さ

生
物
分
解
の
ボ
ト
ル
化
に
成
功

　
メ
ー
カ
ー
の
責
任
と
し
て
提
案

微から
、
原
型
を
作
る
工
程
と
膨
ら
ま
せ
る
工

程
に
よ
っ
て
成
形
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ブ
ロ
ー

成
形
に
不
向
き
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
工

程
の
間
で
温
度
を
調
整
す
る
当
社
独
自
の
技

術
で
、
業
界
初
、
世
界
初
の
ボ
ト
ル
化
に
成

功
し
た
の
で
す
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大

半
は
河
川
か
ら
流
出
し
ま
す
が
、
海
の
な
い

信
州
小
諸
の
企
業
と
し
て
、
廃
プ
ラ
の
河
川

す
る
、
あ
ら
ゆ
る
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
の
成
形

で
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
新
素
材
へ

の
取
り
組
み
も
、
そ
の
一
環
で
す
。

　

一
方
で
、
海
洋
汚
染
の
要
因
と
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
象
徴
的
な
〝 

顔
〟 

に
な
っ
て

い
る
の
は
残
念
で
す
。
実
は
海
洋
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
半
数
は
繊
維
や
タ
イ
ヤ

く
ず
か
ら
発
生
し
た
も
の
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
占
め
る
割
合
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
そ
の

た
め
議
論
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
限
定
せ

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
全
体
で
考
え
る
べ

き
で
す
。
ま
た
海
洋
汚
染
問
題
の
本
筋
は「
捨

て
ず
に
再
利
用
を
し
て
い
く
」
こ
と
。
今
や
、

人
類
が
利
便
性
の
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
恩

恵
を
享
受
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
以
上
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
わ
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
責
任
も
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
当
社
で

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
環
境
に
配
慮
し
た
技

術
を
開
発
し
、
提
案
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
環
境
教

育
の
実
施
や
、
１
０
０%

循
環
社
会
を
達
成

す
る
イ
ン
フ
ラ
作
り
へ
の
協
力
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
企
業

と
し
て
の
存
在
意
義
を
、「
海
な
し
県
」
の

小
諸
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
考

え
で
す
。

Voice to the future

流
出
防
止
を
考
え
た
中
で
の
取
り
組
み
で

す
。

　

当
社
は
今
年
で
設
立
42
年
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、
既
に

30
年
以
上
も
前
か
ら
研
究
を
進
め
、
数
々
の

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

材
料
使
用
量
の
削
減
で
最
大
10
％
の
容
器
軽

量
化
を
図
っ
た
り
、
環
境
省
の
実
証
実
験
で

日
本
初
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
ユ
ー
ス
を
証
明

し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ッ
ト
を
は
じ
め
と

「バイオＰＢＳ」で成形したボトル

台
風
19
号
災
害
関
連
の
情
報

●
が
れ
き
処
理
作
業
を
行
う
際
の
注
意
事
項

　

土
砂
崩
れ
・
浸
水
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
な
ど
の

が
れ
き
の
処
理
を
行
う
際
に
は
、
釘
な
ど
に
よ
る
踏

み
抜
き
や
物
の
落
下
な
ど
、
多
く
の
危
険
が
伴
い
ま

す
。
作
業
を
労
働
者
な
ど
に
行
わ
せ
る
際
の
注
意
点

に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
作
業
に
関
わ
る
方
へ
の
教
育
に
活
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
小
諸
労
働
基
準
監
督
署
（
電
話
：
２
２・

１
７
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
災
害
緊
急
特
別
保
証
の
お
知
ら
せ

　

災
害
な
ど
緊
急
事
態
の
発
生
に
よ
り
事
業
へ
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
者
の
皆
様
の
経
営
安
定

と
資
金
繰
り
を
支
援
し
ま
す
。

▽
対
象　

台
風
19
号
に
伴
う
災
害
に
よ
る
影
響
を
受

け
ら
れ
た
方
、
ま
た
は
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
方

▽
限
度
額　

８
０
０
０
万
円

▽
保
障
期
間　

10
年
以
内
（
措
置
期
間
２
年
以
内
を

含
む
）

▽
保
障
率　

年
０
・
２
５
％
～
１
・
７
％
（
責
任
共

有
制
度
の
対
象
）

問
合
せ
先
：
長
野
県
信
用
保
証
協
会
佐
久
支
部
（
電

話
０
２
６
７
・
６
８
・
８
４
８
４
）

●
台
風
19
号
に
関
す
る
助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

今
回
の
台
風
に
よ
り
休
業
し
て
い
る
事
業
主
の
皆

様
へ
次
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

１
事
業
所
が
災
害
に
よ
り
直
接
被
害
を
受
け
、
労
働

者
が
一
時
離
職
す
る
場
合

２
災
害
に
伴
う
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
労
働
者
を
休

業
さ
せ
る
場
合

詳
細
の
問
合
せ
先
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
小
諸
出
張

所
（
電
話
２
３
・
８
６
０
９
）
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菱
野
温
泉
の
「
薬
師
館
」
が
製

麺
機
を
導
入
し
、
新
た
に
小
諸
産

そ
ば
粉
を
使
っ
た
10
割
そ
ば
「
ひ

し
の
温
泉
そ
ば
」
の
提
供
を
始
め

た
。

　

つ
な
ぎ
を
使
わ
な
い
10
割
そ
ば

で
、
麺
の
上
に
は
小
諸
産
の
エ
ゴ

マ
が
ふ
り
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

薬
師
館
で
は
以
前
か
ら
そ
ば
を

提
供
し
て
お
り
、
宿
泊
客
か
ら
も

人
気
が
高
か
っ
た
。
花
岡
隆
太
支

配
人
は
、「
こ
れ
ま
で
外
注
し
て

い
た
麺
を
小
諸
産
の
そ
ば
粉
で
自

家
製
麺
し
、『
菱
野
温
泉
』
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
し
、
専
用
の
製
麺
機
の
導

入
を
決
め
た
。

　

同
館
で
は
宿
泊
者
の
食
事
と
し

て
提
供
す
る
た
め
、
日
帰
り
客
の

利
用
は
で
き
な
い
が
、
近
く
、
姉

妹
店
で
チ
ェ
リ
ー
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

沿
い
で
営
業
し
て
い
る
「
き
の
こ

の
森
ふ
わ
り
家
」
で
も
販
売
す
る

予
定
。
花
岡
支
配
人
は
「
菱
野
温

泉
に
来
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い

と
い
う
一
品
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

小
諸
産
粉
の
10
割
そ
ば

    
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　    

薬
師
館

活力ある事業所情報

　

乗
瀬
の
三
井
家
具
製
作
事
務
所

（
三
井
一
弘
代
表
）
は
、
同
社
で

手
掛
け
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
キ
ッ

チ
ン
を
公
開
し
て
い
る
。
設
計
試

作
と
、
完
成
品
の
使
い
勝
手
な
ど

の
検
証
も
兼
ね
、
予
約
制
で
受
け

付
け
て
い
る
。

　

同
社
は
、
イ
タ
リ
ア
で
家
具
製

作
を
学
び
、
工
房
で
修
業
を
重
ね

た
三
井
代
表
が
4
年
前
に
設
立
。

新
築
住
宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
オ
ー

ダ
ー
家
具
を
製
作
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
キ
ッ
チ
ン
の
注
文
は

特
に
多
い
と
い
う
。

　

三
井
代
表
は
、「
既
製
品
を
我

慢
を
し
な
が
ら
使
い
続
け
て
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
る
人
の
相
談
か
ら
、

デ
ザ
イ
ン
を
求
め
る
人
も
、
機

能
を
求
め
る
人
も
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
す
る
こ
と
で
理
想
の
暮
ら

し
が
実
現
で
き
る
」
と
し
、「
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
価
格
が
高
い

と
思
い
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相

談
を
し
て
ほ
し
い
。
既
製
品
と

大
差
の
な
い
、
自
分
だ
け
の
家

具
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。
※
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
を
活
用

理
想
の
暮
ら
し
実
現
す
る
家
具
製
作

 

　
　 

　
三
井
家
具
製
作
事
務
所

●小諸市塩野 1961-5 ● TEL：41-6042 ●日曜定休　※見学は要事前予約

●小諸市菱平７４０　● TEL ２２・００７７
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Ｊ
Ｒ
小
海
線
三
岡
駅
前
の
手
打

ち
そ
ば
、
う
ど
ん
の
店
「
郷
ご
こ

ろ
」（
滝
沢
秀
樹
店
主
）
は
、
こ

の
季
節
な
ら
で
は
の
本
格
的
な
鮟

鱇
（
あ
ん
こ
う
）
鍋
を
提
供
し
て

い
る
。

　

鮟
鱇
は
骨
以
外
捨
て
る
と
こ
ろ

が
な
い
と
い
わ
れ
る
高
級
食
材
。

専
門
店
か
ら
直
接
仕
入
れ
、
▽
ぬ

の
（
卵
巣
）
▽
肝
▽
柳
肉
▽
水
袋

（
胃
）
▽
皮
▽
ひ
れ
▽
え
ら
―
の

「
七
つ
道
具
」
を
、
滝
沢
店
主
自

ら
店
内
で
吊
る
し
切
り
す
る
。
た

だ
、
高
級
魚
だ
け
に
安
定
し
た
仕

入
れ
が
難
し
い
た
め
、
５
日
前
ま

で
に
予
約
が
必
要
。
あ
ん
こ
う
鍋

付
き
の
宴
会
コ
ー
ス
は
料
理
５
千

円
（
飲
み
物
別
）
か
ら
。

　

同
店
は
、
森
山
や
和
田
で
採

れ
る
地
元
産
の
そ
ば
粉
を
毎
日

石
う
す
で
挽
き
、天
気
や
気
温
、

粉
の
状
態
を
見
極
め
て
打
ち
立

て
、
茹
で
た
て
の
そ
ば
を
提
供

し
て
い
る
。
二
八
蕎
麦
の
ほ

か
、
火
曜
限
定
で
提
供
し
て
い

る
「
十
割
蕎
麦
」
も
人
気
だ
。

　

日
本
酒
も
充
実
し
、
酒
を
飲

み
な
が
ら
そ
ば
を
楽
し
む
人
も

多
い
。

　

宴
会
コ
ー
ス
は
、
予
算
に
合

わ
せ
て
対
応
。
て
っ
ち
り
な
ど

可
能
な
範
囲
で
予
約
を
受
け
付

け
て
い
る
。

掲載情報を募集しています ! TEL.0267-22-3355/FAX.0267-23-9030
E-mail:kcci@komoro.org

　

社
会
保
険
労
務
士
法
人
プ
ラ
ム

（
木
内
み
ゆ
き
代
表
社
員
）
が
、
御

影
の
新
事
務
所
へ
移
転
。
こ
れ
に

伴
い
事
業
所
を
法
人
化
し
、
２
人

の
社
会
保
険
労
務
士
を
迎
え
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

同
法
人
に
は
最
近
、
従
業
員
の

心
の
不
調
か
ら
く
る
労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
や
、
賃
金
ト
ラ
ブ
ル
の
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今

後
も
増
加
し
て
い
く
と
見
て
い
る
。

木
内
代
表
社
員
は
、「
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
対
策
と
し
て
就
業
規
則
や

社
内
規
定
を
適
切
に
改
訂
、
更
新

す
る
こ
と
で
未
然
に
防
げ
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
相
談
を
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
保
険
労
務
士

の
仕
事
は
、
労
務
関
係
の
事

務
代
行
が
主
だ
っ
た
が
、
現
在

で
は
「
相
談
や
事
業
所
ご
と
に

対
応
の
異
な
る
丁
寧
な
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

木
内
代
表
社
員
は
、「
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
て
感
情
的
に
な
ら

ず
に
対
応
す
る
に
は
、
知
識
が

必
要
。
人
に
関
す
る
管
理
業

務
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
分
野
は
多
岐
に

渡
る
の
で
、
問
題
が
複
雑
化
す

る
前
に
気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し

い
、
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

新
事
務
所
で
事
業
開
始

　
社
会
保
険
労
務
士
法
人
プ
ラ
ム

●小諸市森山 66-3 ● TEL：22-1789 ●営業時間 11 ～ 15 時、17 ～ 21 時 ●木曜定休

●小諸市御影新田 2721-1　● TEL：２２－ 5561

そ
ば
店
で
本
格
あ
ん
こ
う
鍋

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
ご
こ
ろ
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当
所
新
議
員
（
70
人
）
に
よ
る

臨
時
議
員
総
会
は
、
10
月
25
日
に

開
い
た
。

　
「
第
１
号
議
案
・
会
頭
選
任
に
関

す
る
件
」
は
、
会
頭
に
掛
川
興
太

郎
氏
（
㈱
ツ
ル
ヤ
代
表
取
締
役
会

長
）
を
選
任
。「
第
２
号
議
案
・
副

会
頭
選
任
同
意
に
関
す
る
件
」「
第

３
号
議
案
・
専
務
理
事
選
任
同
意

に
関
す
る
件
」
で
は
、
副
会
頭
に

小
宮
山
喜
之
助
氏
（
㈱
コ
ミ
ヤ
マ

代
表
取
締
役
社
長
）、
佐
藤
英
人
氏

掛川興太郎荻原隆

塩川進 小宮山喜之助

佐藤英人小林政美

会
頭
に
掛
川
興
太
郎
氏
を
再
任

臨時議員総会を開催

塩川秀忠黒澤明男

（
エ
イ
ワ
税
理
士
法
人
代
表
社
員
）、

塩
川
秀
忠
氏
（
㈱
大
栄
製
作
所
代

表
取
締
役
社
長
）、
専
務
理
事
に
荻

原
隆
氏
の
４
人
を
指
名
。
満
場
一

致
で
承
認
し
た
。

　
「
第
４
号
議
案
・
監
事
選
任
に
関

す
る
件
」は
、監
事
に
塩
川
進
氏（
塩

川
税
務
会
計
事
務
所
所
長
）、
小
林

政
美
氏
（
小
林
労
務
経
営
事
務
所

所
長
）、
黒
澤
明
男
氏
（
佐
久
通
運

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
の
３
人
を

満
場
一
致
で
選
任
し
た
。

　
「
第
５
号
議
案
・
常
任
委
員
会
及

び
特
別
委
員
会
組
織
に
関
す
る
件
」

「
第
６
号
議
案
・
常
議
員
選
任
に
関

す
る
件
」
で
は
、総
務
企
画
、商
業
、

工
業
、
観
光
、
経
済
環
境
、
建
設

の
６
つ
の
常
任
委
員
会
と
、
引
き

続
き
「
ま
ち
づ
く
り
」「
も
の
づ
く

り
」「
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
農
商

工
連
携
」
の
5
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認

を
得
た
ほ
か
、
常
議
員
23
人
の
選

任
に
つ
い
て
も
会
頭
指
名
と
委
員

会
推
薦
で
承
認
を
得
た
。

　

続
い
て
開
か
れ
た
常
議
員
会
「
第

5
号
議
案
・
顧
問
及
び
参
与
委
嘱

に
関
す
る
件
」
で
は
、
顧
問
に
渡

辺
頼
雄
氏
（
㈱
ユ
ウ
ワ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
）
が

承
認
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
任
期
も
令
和
4
年
10

月
末
ま
で
の
３
年
間
。

▽会頭▽専務理事

▽監事 ▽副会頭

▽副会頭▽監事

▽副会頭▽監事

「
小
諸
創
業
塾
」
15
人
が
受
講

　当所は、創業を目指す人を対象に 9 月から 10 月にか
けての土曜日、全５講座のカリキュラムで「小諸創業塾」
を開いた。小諸市のほか近隣市町村より１5 人が参加し、
このうちの３割はリピーター。継続的な創業支援の需要
の高さがうかがえた。
　今年は、小諸市との共催講座も開き、行政との連携に
よる創業支援の取り組みの幅も拡大した形になった。

・
小
林
敬
志
（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同

　

組
合
、
こ
ば
や
し
商
店
）

・
塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
㈲
）

・
小
山
純
（
佐
久
産
業
㈱
）

・
伊
藤
辰
治
（
マ
ル
イ
産
業
㈱
）

・
押
金
達
雄
（
三
映
電
子
工
業
㈱
）

・
市
村
憲
一
（
㈱
ア
サ
マ
リ
ゾ
ー
ト
）

・
小
山
里
恵（
Ｔ
Ｂ
Ｃ
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

・
木
島
和
郎
（
㈲
小
諸
自
動
車
教
習
所
）

・
中
野
信
之
（
㈱
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

・
中
嶋
剛
登
（
千
曲
運
輸
㈱
）

・
小
山
弥
一
（
古
久
清
自
動
車
整
備
工
場
）

・
中
込
裕
幸
（
㈲
ま
る
ひ
ろ
）

・
谷
和
人
（
谷
建
設
㈱
）

・
大
森
豊
也
（
㈱
青
建
設
計
）

【
正
副
委
員
長
】（
◎
＝
委
員
長
、
〇
＝

副
委
員
長
）

■
商
業

◎
小
林
敬
志
（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同

　

組
合
、
こ
ば
や
し
商
店
）

〇
塩
川
浩
次
（
カ
ネ
マ
ン
田
村
屋
㈲
）

■
工
業

◎
小
山
純
（
佐
久
産
業
㈱
）

〇
前
島
清
光
（
㈲
中
松
井
製
作
所
）

■
観
光

◎
木
島
和
郎
（
㈲
小
諸
自
動
車
教
習
所
）

〇
中
野
信
之
（
㈱
エ
ヌ
シ
ー
エ
ス
）

■
経
済
環
境

◎
中
嶋
剛
登
（
千
曲
運
輸
㈱
）

【
常
議
員
】（
順
不
同
）

・
渡
辺
稔
（
㈱
ユ
ウ
ワ
）

・
黒
澤
正
幸
（
㈱
八
十
二
銀
行
）

・
青
木
高
太（
日
精
エ
ー・エ
ス・ビ
ー
機
械
㈱
）

・
有
東
哲
郎
（
㈱
小
諸
村
田
製
作
所
）

・
山
本
美
津
夫
（
浅
間
技
研
工
業
㈱
）

・
花
岡
隆
（
㈲
常
盤
館
）

・
竹
花
長
雅
（
長
野
県
パ
ト
ロ
ー
ル
㈱
）

・
新
藤
修
一
（
㈱
長
野
銀
行
）

・
小
山
裕
児
（
㈲
小
山
種
苗
）

〇
小
山
弥
一（
古
久
清
自
動
車
整
備
工
場
）

■
建
設

◎
谷
和
人
（
谷
建
設
㈱
）

〇
大
森
豊
也
（
㈱
青
建
設
計
）
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香坂勝也小山信温大井倫夫両川博之芝崎直樹

竹之内正彦市村憲一大池健小林正人渡邉良文

田澤幸枝

神津弘幸

大井英俊依田雅秀吉澤均二掛川和人木内みゆき赤尾邦弘

小山純小山等市川信行赤尾富士雄 大西優子高木蘭子
　

当
所
１
号
議
員
36
人
が
決
ま
っ
た
。

任
期
は
11
月
１
日
か
ら
３
年
。
こ
れ
で
、

会
頭
指
名
に
よ
る
3
号
議
員
（
10
人
）、

業
種
ご
と
に
分
け
た
10
部
会
の
推
薦
に

よ
る
2
号
議
員
（
24
人
）、
業
界
推
薦
に

よ
る
１
号
議
員
ま
で
の
全
議
員
70
人
が

確
定
し
た
。

　

1
号
議
員
は
次
の
皆
さ
ん
。

室
賀
信
（
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
）

中
河
純
子
（
㈲
東
信
ビ
ル
）

篠
崎
友
宏
（
小
諸
倉
庫
㈱
）

香
坂
勝
也
（
信
濃
培
養
土
㈱
）

小
山
信
温
（
山
五
㈱
）

大
井
倫
夫
（
㈱
山
浦
管
工
）

田
澤
幸
枝
（
田
澤
米
店
）

大
西
響
（
㈲
大
西
製
粉
）

清
水
隆
利
（
ポ
ー
キ
ー
）

神
津
弘
幸
（
㈲
神
津
電
子
製
作
所
）

竹
之
内
正
彦
（
㈲
竹
之
内
建
設
）

芝
﨑
直
樹
（
ベ
ス
ト
プ
ラ
㈱
）

鈴
木
雄
治
（
㈱
中
部
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

市
村 

憲
一
（
㈱
ア
サ
マ
リ
ゾ
ー
ト
）

大
池
健
（
大
池
物
流
㈱
）

小
林
正
人
（
㈱
浅
間
鋼
機
）

渡
邉
良
文
（
㈲
渡
辺
商
店
）

小
林
敬
志（
こ
も
ろ
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合
）

小
山
里
恵
（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ

ス
㈱
）

新
津
た
つ
美
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）

大
井
英
俊
（
日
測
設
計
㈱
）

室賀信中河純子篠崎友宏

清水隆利鈴木雄治 大西響

小林敬志小山里恵新津たつ美

橋詰希望中込裕幸丸山義幸

依
田
雅
秀
（
ヨ
ダ
印
刷
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

吉
澤
均
二
（
日
本
電
設
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

掛
川
和
人
（
㈱
大
和
屋
紙
店
）

木
内
み
ゆ
き
（
社
会
保
険
労
務
士
法
人

プ
ラ
ム
）

両
川
博
之
（
ニ
ュ
ー
交
通
㈲
）

赤
尾
邦
弘
（
㈱
赤
尾
建
設
）

橋
詰
希
望
（
㈲
の
ぞ
み
保
険
事
務
所
）

中
込
裕
幸
（
㈲
ま
る
ひ
ろ
）

丸
山
義
幸
（
㈱
太
真
産
業
）

小
山
純
（
佐
久
産
業
㈱
）

大
西
優
子
（
㈲
章
文
堂
）

高
木
蘭
子
（
㈱
小
諸
新
聞
社
）

小
山
等
（
㈱
小
山
商
会
）

市
川
信
行
（
㈱
尚
美
堂
）

赤
尾
富
士
雄
（
小
諸
印
刷
所
）

資

1
号
議
員
36
人
決
定
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委員会活動から

根
強
い
人
気
の

�

「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
」

委員会だより 10 月の議題
◆
建
設
委
員
会

10
月
９
日
（
水
）
午
後
４
時
～

・
今
期
の
総
括
に
つ
い
て

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

◆
工
業
委
員
会

10
月
11
日
（
水
）
～
13
日
（
月
）

・
視
察
研
修
（
九
州
方
面
）

◆
総
務
企
画
委
員
会

10
月
３
日
（
木
）
～
４
日
（
金
）

・
役
員
議
員
視
察
研
修
（
群
馬
方
面
）

　

当
所
工
業
委
員
会
（
伊
藤
辰

治
委
員
長
）
は
10
月
11
日
か
ら

13
日
の
2
泊
3
日
で
、
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
委
員
会
（
渡
辺

頼
雄
委
員
長
）
と
合
同
で
九
州

方
面
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し

た
。

　

主
な
視
察
地
は
、
大
栄
製
作

所
九
州
工
場
、
い
い
ち
こ
日
田

蒸
留
所
、
九
州
電
力
八
丁
原
発

電
所
。
参
加
者
は
９
人
。

　

こ
の
う
ち
、
温
泉
地
・
九
重

町
に
あ
る
八
丁
原
発
電
所
は
、

昭
和
52
年
に
九
州
電
力
で
2
番

目
の
地
熱
発
電
所
と
し
て
運
用

を
開
始
し
た
国
内
最
大
の
地
熱

総務企画
役
員
議
員
の
親
睦
兼
ね

�
八
ッ
場
ダ
ム
を
視
察

発
電
所
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
別
委
は
、
こ
れ
ま
で
地
中

熱
に
よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
の
可

能
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
の
関
心
を
集
め

て
い
た
。

工　業
再
生
エ
ネ
特
別
委
と

�

九
州
方
面
を
視
察

建　設
キ
ッ
ズ
家
づ
く
り
体
験

�

子
ど
も
に
大
好
評

　

当
所
総
務
企
画
員
会
（
塩
川
秀

忠
委
員
長
）
は
10
月
３
、４
日
の
両

日
、
来
年
３
月
完
成
予
定
の
群
馬

県
の
八
ッ
場
ダ
ム
を
視
察
。
役
員

議
員
の
親
睦
を
兼
ね
た
研
修
と
し

て
実
施
し
、
12
人
が
参
加
し
た
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
関
東
地
方
の

治
水
事
業
の
一
環
と
し
て
約
70
年

前
に
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
た
も

の
の
、
地
元
の
合
意
が
割
れ
る
な

ど
様
々
な
障
害
が
あ
り
建
設
が
何

度
も
延
期
に
な
っ
て
い
た
。
４
年

前
か
ら
本
格
的
な
建
設
工
事
に
着

工
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
10
月
１
日

か
ら
の
本
格
運
用
前
に
試
験
湛
水

を
開
始
し
た
現
地
の
状
況
の
説
明

を
受
け
、
生
活
に
根
付
い
た
ダ
ム

の
重
要
な
役
割
を
再
認
識
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

　

当
所
建
設
委
員
会
（
山
浦
康

男
委
員
長
）
は
、
10
月
6
日
に

開
い
た
信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ

り
に
合
わ
せ
、
恒
例
の
「
キ
ッ

ズ
家
づ
く
り
体
験
」
を
実
施
。

　

竹
花
工
業
の
協
力
で
行
っ
た

体
験
会
に
は
、
約
20
人
の
子

ど
も
が
参
加
。
ま
た
、
日
本
電

設
サ
ー
ビ
ス
協
力
に
よ
る
高
所

作
業
車
の
搭
乗
体
験
も
行
い
、

１
５
０
人
を
超
え
る
親
子
が
楽

し
ん
だ
。

　

ま
た
、「
家
の
な
ん
で
も
相

談
会
」
に
は
、
新
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
に
関
す
る
相
談
者
が
訪
れ

た
。

ものづくり特別
　

当
所
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会
は
、

信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ
り
会
場
で
、

恒
例
の
「
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
」

を
販
売
。
用
意
し
た
約
５
百
食
は
３

時
間
ほ
ど
で
完
売
し
た
。
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行っている 74％

人手不足のため、
不可能だと考え
ている　　42％

すでに働き方改革は
達成している　25％

どこから手を付
けてよいかわか
らない　17％

推進できる人材
がいない　8％

働き方改革が必要と
考えていない　8％

問題はあるが進
んでいる　59％順調に進んでいる

　　20％

思うように進ん
でいない　15％

無回答　6％

年次有給休暇の
取得推進　30％

労働時間の短縮　　　
　　　21％有給・介護支援

　　　　16％

高齢者雇用
　　14％

業務プロセス改善・
ＩＴツール導入・
会議時間短縮
　　　　　11％

ダイバーシティ・
女性の活躍推進　
　　　　　6％ 多様な働き方の推進　

　　　　　2％

従業員の心身の
健康によるリス
クの低下　27％

従業員のモチ
ベーション向上
　　42％

業務効率化・生
産性向上　15％

長時間労働
の抑制 14％

離職率の低下
　　9％

人間関係の向上
　　　5％

女性など多様な
人材の活躍 5％

コスト削減　　
　5％ その他　4％

〈調査の概要〉
　このアンケート調査は、当所経済環境委員会が、今年 4 月に施行された「働き方改革」に関する会員事業所の実状
について把握するため、会報「商工こもろ」8 月号折込調査用紙で実施した。
◎業種別回答比率
・製造業 39％、サービス業 ( 一般 )13％、サービス業 ( 専門技術 )13％、建設土木業 7％、電気・ガス・水道業 7％・商業・
小売業 7％、運輸・運送業 4％、福祉・介護 4％、その他 4％、情報通信業 2％
◎事業規模回答比率
・10 人以下 43％、11 ～ 20 人 13％、21 ～ 50 人 13％、51 ～ 100 人 22％、100 人以上 9％

【働き方改革アンケート実施報告】
令和元年 8 ～ 9 月　集計

5.4 の進捗状況で「順調に進んでいる」「問題はあるが進んでいる」と回答した方で、
どのような効果がありましたか。

〇順調に進んでいる
・無駄な会議、残業が減った（サービス業（専門技術））
・有給休暇を取らない人と取る人で大きく分かれていたが、平準化された
　休みづらいと思っている人もいるので、健康で効率よく仕事をしてもらうに
は休みを取ることは良いことだと思う。（電気・ガス・水道業）
 ・従業員の心身の健康を保てることで、業務の効率化が図れ、生産性が向上し
ている。
　また、従業員間の職務分担が図れることで、万が一、主担当者が急に休業し
ても、顧客に迷惑をお掛けしない等顧客満足度の向上にも寄与している。（サー
ビス業（専門技術））
 ・残業にならないよう、仕事に取り組むスピードが速くなった。（サービス業（一
般））
 
 △問題はあるが進んでいる
 ・大きな効果は望めないが、若い人達が入りやすい環境になってくれたら良い
と思う。（電気・ガス・水道業）
 ・有給が増え仕事に支障が出ている。取得方法を見直さなければならない。（製
造業）
 ・育児休暇の取得はあるが、代替要員がいないので、他の従業員に負担が回る。

（情報通信業）
 
6.4 の進捗状況で「思うように進んでいない」と回答した方で、その原因は何ですか。
 
 ・業種、業界的に不可能な面が多い。（運輸・運送業）
 ・人手が足りなくて、オペレーションできない。業種事情により、推進する施
策についていかれない。（サービス業（一般））
 ・家族経営の個人事業のため、必要ないと考えている。（製造業）

２. １で「行っている」と回答した方で、
働き方改革についてどのようなの内容
を行っていますか

３. １の質問で「行っていない」と回答
した方で、働き方改革を行う予定がな
い理由はなぜですか

４. 働き方改革の進捗状況はいかがですか

７. 働き方改革に取り組むにあたって
どのような効果があると思いますか

行っていない
26％

１. 働き方改革を行っていますか
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相
生
町
交
差
点
の
近
く
で
「
ミ
ナ
ト
食

堂
」
を
経
営
。
日
々
、
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
最
近
の
課
題
は
も
っ
ぱ
ら
「
人
材
確

保
」
で
す
ね
。

　

世
界
中
の
飲
み
屋
と
、
５
Ｇ
や
自
動
翻

訳
の
技
術
な
ど
を
使
い
、
ス
ク
リ
ー
ン
投

影
で
繋
が
れ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
個
人
店
の
拡
張
型
店
舗

や
、
料
理
も
し
っ
か
り
創
造
力
が
掻
き
立

て
ら
れ
る
よ
う
な
飲
食
店
に
し
た
い
で
す

ね
。
若
い
年
代
の
人
た
ち
が
、
自
分
の
生

ま
れ
育
っ
た
町
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
貢
献
し
た
い
。

　

青
年
部
は
色
々
な
業
種
の
人
と
接
す
る

こ
と
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
微
力

な
が
ら
、
小
諸
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
ま
す
ま
す
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

焼
肉
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
小
諸
市
役
所
な
ど
で
の
弁
当
販
売

や
、
小
諸
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
店
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
の
機
会

を
も
ら
っ
た
り
、
様
々
な
業
種
の
会
員
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
の
は
、
他
の

焼
肉
店
と
の
差
別
化
で
す
。
焼
肉
屋
に
と

ど
ま
ら
ず
他
事
業
に
も
挑
戦
し
、
い
か
に

「
七
福
神
」
な
ら
で
は
の
特
徴
を
打
ち
出

し
て
い
く
か
、
日
々
思
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
の
店
舗
も
や
や
手
狭
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
も
う
少
し
大
き
め
の
店
舗
に
移

り
、
座
敷
を
広
く
し
て
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

げ
る
店
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

　

住
宅
や
公
共
施
設
、
商
業
施
設
、
事
業

所
社
屋
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
原
木
や
古
材
、
ム
ク
材
の
製

材
や
加
工
は
、
あ
ま
り
他
社
で
や
っ
て
い

な
い
特
徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
の
業
界
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
人
材
不
足
、
そ
し
て
職
人
の
高
齢

化
が
課
題
で
、
い
か
に
若
手
の
職
人
を
確

保
す
る
か
、
悩
み
ど
こ
ろ
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
地
元
に
根
付
い
た
信

頼
と
実
績
あ
る
工
務
店
と
し
て
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ

ん
な
工
務
店
を
目
指
し
て
、
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
異
業
種
の
仲
間
と
繋
が
り

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
が
、
同
業
者
が

少
な
い
の
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
い
で
す
。

　

包
装
資
材
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
品
の
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
レ
ジ
袋
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

原
料
の
品
物
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
の
で
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格
面

で
も
、
大
手
や
ネ
ッ
ト
販
売
に
負
け
な
い

よ
う
、
仕
入
れ
先
と
も
し
っ
か
り
交
渉
し

つ
つ
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
細
か
な
要
望
に

も
こ
た
え
て
い
き
た
い
。

　

今
い
る
お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
新
規
客
を
開
拓
し
、「
地
域
で
頼
ら
れ

る
お
店
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
商
売

を
維
持
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

青
年
部
に
は
同
世
代
の
メ
ン
バ
ー
も
多

く
、
み
ん
な
の
頑
張
り
は
刺
激
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
た
い

で
す
ね
。

若
い
人
が
誇
り
持
て
る「
ま
ち
づ
く
り
」に
貢
献

他
焼
肉
店
と
の
差
別
化 

い
か
に
打
ち
出
す
か

「
信
頼
と
実
績
」
あ
る
工
務
店
を
目
指
す

地
域
で
頼
ら
れ
る
店
で
あ
り
続
け
る

ミ
ナ
ト
食
堂
（
相
生
町
）　
原
健
一
（
37
）

焼
肉
　
七
福
神
（
大
手
）
鈴
木
直
樹
（
43
）

依
田
建
築
（
大
久
保
）　
依
田
伸
幸
（
41
）

丸
二
紙
店
（
荒
町
）　
山
口
光
（
39
）

青年部は今年40周年を迎えました。小諸の未来を作る青年会員が
考えている課題や将来の目標、10年後の姿、青年部に対する思い
などを 6カ月にわたって紹介します。
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昭
和
41
年
に
父
が
創
業
し
た
自
動
車
修

理
工
場
で
す
。

　
「
て
い
ね
い
な
仕
事
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

自
動
車
の
販
売
や
修
理
、
板
金
、
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
や
エ
ア
ロ
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
パ
ー
ツ
取
り
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
て
、
車

に
関
す
る
相
談
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
相
談

に
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
、
そ
ん
な
お
客

さ
ん
に
と
っ
て
「
居
心
地
の
良
い
店
」
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
は
自
動
車
の
業
界
も
ど
ん
ど
ん
先

進
技
術
が
出
て
き
て
お
り
、
常
に
情
報
収

集
し
な
が
ら
、
最
新
技
術
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
い
で
す
ね
。

　

焼
肉
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
に
小
諸
市
役
所
な
ど
で
の
弁
当
販
売

や
、
小
諸
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
店
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
の
機
会

を
も
ら
っ
た
り
、
様
々
な
業
種
の
会
員
と

知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
る
の
は
、
他
の

焼
肉
店
と
の
差
別
化
で
す
。
焼
肉
屋
に
と

ど
ま
ら
ず
他
事
業
に
も
挑
戦
し
、
い
か
に

「
七
福
神
」
な
ら
で
は
の
特
徴
を
打
ち
出

し
て
い
く
か
、
日
々
思
案
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
の
店
舗
も
や
や
手
狭
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
も
う
少
し
大
き
め
の
店
舗
に
移

り
、
座
敷
を
広
く
し
て
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

げ
る
店
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

　

ラ
ー
メ
ン
店
「
と
ん
ち
き
麺
」
の
営
業

の
ほ
か
、
移
動
販
売
車
で
各
地
へ
出
向
い

て
出
店
し
て
い
ま
す
。
佐
久
地
域
の
ラ
ー

メ
ン
業
界
は
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
成
功
し
た
と
ま

で
は
言
え
ま
せ
ん
が
。

　

10
年
後
、
世
の
中
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
と
予
想
し
ま
す
が
、「
い
ず
れ
飲
食

店
の
時
代
が
来
る
！
」
と
信
じ
、「
飲
食

店
」
が
子
ど
も
た
ち
の
「
将
来
な
り
た
い

職
業
」
の
上
位
に
く
る
よ
う
、
良
い
給
料

や
良
い
待
遇
な
ど
、
働
く
環
境
を
改
善
し

な
が
ら
整
え
た
い
。

　

将
来
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
志

を
高
く
持
ち
、
社
会
や
地
域
に
貢
献
し
な

が
ら
「
何
か
」
を
残
し
た
い
で
す
ね
。

　

リ
ン
ゴ
の
栽
培
や
、
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た

酒
「
ハ
ー
ド
サ
イ
ダ
ー
」
の
販
売
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
順
調
に
来
て
い

ま
す
。
リ
ン
ゴ
は
生
産
規
模
を
拡
大
し
て

い
て
、
現
在
試
験
品
種
を
含
め
30
種
ほ
ど

栽
培
。

　

顧
客
は
リ
ピ
ー
タ
ー
、
新
規
と
も
多
い

で
す
が
、
若
い
世
代
だ
と
贈
答
よ
り
自
家

消
費
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

生
産
技
術
向
上
で
作
業
省
力
化
や
品
質

向
上
を
図
り
、
世
界
最
先
端
の
リ
ン
ゴ
農

家
を
目
指
す
と
同
時
に
、
地
元
の
人
に
愛

さ
れ
る
リ
ン
ゴ
農
家
で
あ
り
た
い
。

　

年
代
が
あ
が
る
と
と
も
に
、
い
ろ
ん
な

「
役
」
が
増
え
て
き
て
、
あ
ま
り
青
年
部

活
動
に
出
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な

大
好
き
で
す
。

　

相
生
町
と
三
和
に
事
業
所
が
あ
り
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
や
灯
油
、
ガ
ス
器
具
の
販
売
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
自

分
で
３
代
目
に
な
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
を
し
た

い
と
い
う
の
が
目
標
で
す
。

　

最
近
は
オ
ー
ル
電
化
の
家
庭
が
増
え
て

き
て
い
て
、
ガ
ス
以
外
で
の
収
益
拡
大
を

図
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
は
課

題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
ね
。

　

青
年
部
に
入
会
し
、
多
く
の
仲
間
と
出

会
え
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
情
報
交
換
も
で

き
ま
す
し
、
仕
事
以
外
の
話
も
で
き
る
の

は
と
て
も
楽
し
い
。

　

趣
味
で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
て
、
月
１

で
ラ
イ
ブ
に
も
出
て
い
ま
す
。
１
度
聴
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
て
い
ね
い
な
仕
事
」

い
ず
れ
飲
食
店
の
時
代
が
来
る
！

世
界
最
先
端
の
リ
ン
ゴ
農
家
目
指
す

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
店
」
目
指
す

依
田
自
動
車
修
理
工
場
（
古
城
）
依
田
正
和
（
41
）

鷹
山
社
中
（
と
ん
ち
き
麺
）　
柳
澤
知
宏
（
33
）

宮
嶋
林
檎
園
（
森
山
）
宮
嶋
伸
光
（
41
）

小
諸
ガ
ス
（
相
生
町
）　
土
屋
豪
士
（
39
）
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様
々
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
日
進

月
歩
で
あ
る
。
日
々
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
誕
生
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、「
ま
ず
は
ど
こ

か
ら
着
手
し
た
ら
よ
い
の
か
？
」

「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
の

か
？
」
と
必
ず
質
問
さ
れ
る
。
前

提
と
し
て
伝
え
た
い
の
が
、
ど
の

IT

サ
ー
ビ
ス
が
よ
い
の
か
、
は

自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
規
模
に
よ
っ

て
全
く
異
な
る
。
た
と
え
、
実
績

が
ナ
ン
バ
ー
1
の
製
品
で
も
、
業

種
に
よ
っ
て
使
え
る
、
使
え
な
い

は
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
、
ど
ん
な
業
種
で

も
共
通
的
に
利
用
が
で
き
、
便
利

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

に
絞
っ
て
、
い
く
ら
か
紹
介
し
て

み
た
い
。
出
発
点
と
し
て
は
、
こ

の
あ
た
り
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
み
て
「
な
る
ほ
ど
、
こ
ん

な
も
の
が
あ
る
の
か
」
と
思
っ
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
だ
。

　

ク
ラ
ウ
ドPOS

レ
ジ
：
今
話

題
の
軽
減
税
率
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
等
に
対
応
す
る
こ
と
の
で

き
る
レ
ジ
。iPad

上
で
レ
ジ
を

操
作
で
き
る
。
対
応
す
る
レ
シ
ー

ト
プ
リ
ン
タ
ー
や
ド
ロ
ワ
ー
を
導

入
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
高
性
能

な
レ
ジ
と
同
等
な
機
能
が
利
用
で

き
る
。
代
表
サ
ー
ビ
ス
：Air

レ

ジ/

ス
マ
レ
ジ/U

レ
ジ/

ユ
ビ

レ
ジ

　

ク
ラ
ウ
ド
勤
怠
管
理
：
今
世
間

を
騒
が
せ
て
い
る
、「
働
き
方
改

革
」「
有
休
管
理
」「
客
観
的
な
労

働
時
間
管
理
」
を
効
率
的
に
実
現

す
る
サ
ー
ビ
ス
。
紙
で
タ
イ
ム
カ

ー
ド
の
記
録
～
集
計
作
業
を
行
っ

て
い
る
担
当
者
の
作
業
を
効
率
化

す
る
こ
と
が
可
能
。
代
表
サ
ー
ビ

ス
：KIng of Tim

e

（
キ
ン
グ

オ
ブ
タ
イ
ム
）/ 

ジ
ョ
ブ
カ
ン/

AKASHI(

ア
カ
シ)

　

ク
ラ
ウ
ド
会
計
：
仕
訳
入
力
～

決
算
書
の
作
成
ま
で
は
も
ち
ろ

ん
、
入
金
確
認
や
支
払
管
理
、
キ

ャ
ッ 

シ
ュ
フ
ロ
ー
管
理
と
い
っ

た
経
理
全
体
を
効
率
化
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
と
連
動
し
た
自
動
仕
訳

な
ど
、
連
携
に
強
み
が
あ
る
サ
ー

ビ
ス
が
多
い
。
個
人
事
業
、
法
人

両
方
利
用
可
能
。
代
表
サ
ー
ビ

ス
：freee(

フ
リ
ー
）/

マ
ネ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
会
計

/

弥
生
会
計
オ
ン
ラ
イ
ン

　

こ
れ
以
外
に
も
、
ク
ラ
ウ
ド
契

約
書
、
ク
ラ
ウ
ド
販
売
管
理
、
ク

ラ
ウ
ド
在
庫
管
理
、
ク
ラ
ウ
ド

W
EB 

会
議
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
イ

ル
共
有
、
ク
ラ
ウ
ド
請
求
…
な
ど

様
々
な
も
の
が
あ
る
。
気
に
な
れ

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
情

報
が
出
て
く
る
時
代
だ
。
時
間
が

あ
る
と
き
に
、
調
べ
て
み
る
こ
と

を
お
す
す
め
す
る
。

⑤多業種共通のサービス紹介
つづく㈱　井領明広

○調査日：令和元年１０月１日（火）午前９時～午後６時
○調査地点：市内９ヶ所
○天候：晴れ（昨年は晴れ）
※大手調査地点を旧ｱﾐｭｰｽﾞﾋﾞﾙ前から中沢ﾋﾞﾙ前へ平成 27
年から変更。
※小諸厚生総合病院が市庁舎隣りに移転したことを見据
え、市町を調査地点に平成 27 年から追加。（平成 31 年
まで）
※平成２９年は浅間南麓こもろ医療センターが建設中の
為未実施。

【車両について】
　①～⑨の各調査地点での車輌通行総数は３３，７７８
台。対前年比９０５台減少（△ 2.6％）となった。
　増加した地点は③荒町が８８台増加（+2.3％）⑧赤坂
が５４９台増加（+50.2％）であった。
減少した地点は①相生町が１９３台減少（△ 9.2％）②本
町が３６６台減少（△ 11.4％）
　④与良町が２８１台減少（△ 5.3％）⑤大手が１９０台
減少（△ 3.6％）⑥南町が２３０台減少（△ 3.2％）⑦古
城が２１４台減少（△ 5.1％）⑨市町が６８台減少（△
2.8％）であった。
　通行量の多い順は、南町・大手・与良町・古城・荒町・
本町・市町・相生町・赤坂の順
　 

【歩行者について】
　中心商店街①～⑨地点の歩行者総数は２，５６７人。対
前年比２７９人減少（△ 9.8％）した。
　増加した地点は③荒町が１２人増加（+4.3％）⑧赤坂
が２０人増加（+21.5％）。
　減少した地点は①相生町が３０人減少（△ 3.7％）②本
町が６８人減少（△ 13.4％）④与良町が３０人減少（△
14.1％）⑤大手が１５人減少（△ 6.4％）⑥南町が１３１
人減少（△ 30.0％）⑦古城が３人減少（△ 2.0％）⑨市
町が３４人減少（△ 27.4％）
　通行量の多い順は、相生町・本町・南町・荒町・大手・
与良町・古城・赤坂・市町の順

令和元年�小諸市内通行量調査

地区 調査地点
車両（台数） 歩行者（人数）

H31.10.1 H30.10.2 前年対比 H31.10.1 H30.10.2 前年対比

① 相生町 新相生会館前 1,912 2,105 △ 193 780 810 △ 30

② 本　町 ゆもと京都屋前 2,844 3,210 △ 366 439 507 △ 68

③ 荒　町 荒町館 3,910 3,822 88 290 278 12

④ 与良町 与良館前 5,038 5,319 △ 281 183 213 △ 30

⑤ 大　手 中沢ﾋﾞﾙ前 5,051 5,241 △ 190 219 234 △ 15

⑥ 南　町 もとや釣具店前 7,065 7,295 △ 230 305 436 △ 131

⑦ 古　城 足柄食糧前 3,972 4,186 △ 214 148 151 △ 3

⑧ 赤　坂 赤坂区民会館前 1,643 1,094 549 113 93 20

⑨ 市　町 クリーニングくるみ沢 2,343 2,411 △ 68 90 124 △ 34

計 33,778 34,683 △ 905 2,567 2,846 △ 279

令和元年  通行量調査結果
調査日：令和元年１０月１日（火）午前９時～午後６時　天気：晴れ
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10
月
６
日
に
開
い
た
「
信
州
小
諸
ふ
ー
ど
ま
つ
り
」
で
、
当
所
青
年
部
が
ほ

ん
ま
ち
町
屋
館
で
開
い
た
「
肉
ま
つ
り
」
は
、
開
催
時
間
中
は
人
波
が
絶
え
な

い
状
態
で
、
東
京
の
大
規
模
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
を
配
し
た
芝
生
の
会
場
は
、
特
に
親
子
連
れ
の
姿
が
目

立
っ
た
。
青
年
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、
▽
ポ
ー
キ
ー
▽
麺
賊
夢
我
夢
中
▽
ぶ
ら
い

か
ん
▽
ち
ゃ
ん
ち
き
▽
高
峰
高
原
ホ
テ
ル
―
の
会
員
事
業
所
が
、
自
慢
の
焼
き

鳥
や
も
つ
煮
、
角
煮
、
ス
テ
ー
キ
な
ど
を
提
供
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
追

い
風
と
な
り
、
生
ビ
ー
ル
や
酎
ハ
イ
も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
来
場
者
か
ら
「
ク
レ
ー
ム
」
の
よ
う
な
声
も
聞
こ
え
て
き
た
。
代

表
的
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、「
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
座
る
場
所
が
ほ
し
い
」「
天
気

が
良
す
ぎ
て
日
焼
け
し
そ
う
。
日
除
け
が
ほ
し
い
」「
近
く
に
駐
車
場
が
な
い

の
で
不
便
」
…
。
お
客
様
の
ご
要
望
に
は
キ
リ
が
な
い
。
切
実
と
は
い
か
な
い

ま
で
も
、
そ
ん
な
ク
レ
ー
ム
の
数
々
も
今
回
の
盛
況
ぶ
り
を
裏
付
け
た
。

土屋 壮亮 さん（34）

仕
事
や
Ｊ
Ｃ
で
の
学
び
を
地
域
発
展
に
生
か
し
た
い

種 兵

▽
５
日
（
火
）

・
商
連
理
事
会　
（
18
時
～
）

▽
６
日
（
水
）

・
女
性
会
理
事
会　
（
正
午
～
）

・
小
諸
機
工
同
友
会
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

　

会　
（
18
時
～
）

▽
12
日
（
火
）

・
法
人
会
視
察
研
修　
（
～
13
日
）

▽
15
日
（
金
）

・
小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
会
員
親
睦

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　
（
18
時
～
）

▽
20
日
（
水
）

・
東
信
３
商
工
会
議
所
研
修
会
（
13
時
～
）

▽
21
日
（
木
）

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談
会
（
13
時
～
）

・
整
備
振
興
会　
（
18
時
～
）

▽
28
日
（
木
）

・
小
諸
機
工
同
友
会
忘
年
会　
（
18
時
～
）

▽
29
日
（
金
）

・
小
諸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
役
員
担
当

　

者
会
議　
（
18
時
～
）

【種兵】
古城２－１－９ TEL.22-0566

　種兵は、大正 15 年創業。現在、４代目の母が中心
となり最中の皮を製造しています。少人数で製造から
販売まで行っており、東北信を中心に展開しています。
和菓子はとても繊細な商品で、使う餡の素材や水分量
など、その店ごとに求められる条件が違います。我々
は、それぞれの店の個性を十分に理解した上で、求め
られている品質を絶えず追及しています。
　私は幼少の頃から製造現場を見て育ってきました。
３代目の祖父と得意先に納品に行ったこともありま
す。稼業を引き継いできた中で、最近では祖父から続
く顧客を自分の顧客になってもらう努力が、徐々に形
になってきたと実感しているところです。
　仕事をさせてもらっている小諸の青年人としても自
己研鑽をしようと、10 年前に小諸青年会議所に入会。
メンバーと共に、様々な勉強を積み重ねてきました。
そして、発足 55 周年を迎えた今年、第 56 代理事長
に就任。この節目の年に、大規模記念事業を９日（土）
に南城公園で開催することになりました。
　イベントタイトルは、「こもろふれ愛フェスティバ
ル―あの時あの場所あの人達と小諸で―」です。小諸
市章と令和に由来の梅になぞらえ、絆をテーマに大き
な布に手形絵を作り、市教委に寄付する企画のほか、
夢をテーマにした職業体験や、地元愛をテーマにした
地元食材の販売など盛りだくさんの内容です。我々が
小さい頃に小諸で学んだことや体験したことを、現在
の子ども世代に受け継いでいきたいという思いを込め
ています。
　今後も、事業や青年会議所で学んだことを地元の発
展に寄与していければと考えています。

　長野県内の事業場で働くすべての労働者に適用され
る「長野県最低賃金」が、10 月４日から時間額８４８
円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
また、賃金の引き上げに向けた中小企業への助成金等
支援制度がありますので、ご活用ください。
▽問合せ先　小諸労働基準監督署（電話２２・１７６０）

長野県最低賃金改正のお知らせ
時間額 848 円に
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当
所
の
農
商
工
連
携
特
別
委
員
会

は
、
今
年
度
事
業
と
し
て
夏
キ
ノ
コ

「
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
」
の
実
験
栽
培
を

実
施
し
た
。

　
「
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
」
は
一
般
的
に

「
キ
ク
ラ
ゲ
」
と
し
て
食
用
に
栽
培
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
食
物
繊
維
が
豊

富
で
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
美
容
や
健

康
維
持
が
期
待
で
き
る
と
い
わ
れ
る

食
材
。

　

キ
ノ
コ
と
し
て
は
珍
し
く
、
夏
場

の
暑
い
時
期
に
発
生
し
、
夏
期
の
ハ

ウ
ス
栽
培
に
は
空
調
設
備
を
必
要
と

し
な
い
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
安
く
栽
培
が
容
易
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
在
流
通
し
て
い
る
乾
ア

ラ
ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
中
国
産
で
、
国
産
は
乾
、
生
と
も

に
希
少
価
値
が
あ
り
、
当
所
で
は
そ

こ
に
着
目
し
た
。
以
下
、
実
験
栽
培

の
内
容
を
紹
介
す
る
。

【栽培の流れ】①発生操作：菌床に 5㎜程度の深さの切れ込みを入
れる。
②散水管理：菌床を棚に並べ、手掛けでの散水であれば、少なく
とも朝・昼・夕の３回程度散水する。③温度管理：平均温度２０
～２５℃を目指す。（１５℃を確保できないとキクラゲの発生は
期待できない）
④換気：ハウスの側面を開放するなどし、換気をこまめに行う。
⑤発生期間発生量：発生操作から 20 ～ 30 日で最初の収穫がで
きる。発生量（90 日間発生）は切り込みの数や散水量によって
増減するが、生重量で 1.3k、菌床が 400 ～ 500 ｇになる。
【必要設備】①簡易ハウス②栽培棚③収穫・選別用具④散水設備（可
能であれば）
【栽培時期】6 月～１０月（発生可能温度１５～３０℃）
【実験場所】市内の空き倉庫を使用
【実験期間】当所の実験は８月中旬から１０月末までの期間で実
施。
【実験規模】今回の実験で使った菌床数は 150 個で 1 菌床 230 円
【反響・評価】・写真のような籠に山盛りの大きなアラゲキクラゲ
が収穫できた。10 月６日実施の信州小諸ふーどまつりで「キク
ラゲの中華卵スープ」を試食で 400 食用意したところ、わずか 1
時間程で完食。試食をした人からは「どこで買えるのか？」「生
きくらげをたべてみたい」などの反響があった。
・市内事業所や農家でこの実験栽培に興味をもった方々が見学に
訪れた。
【その他】会議所では、この実験栽培で得た情報提供を行うこと
で新たな産業創出の一助となればと考えている。

「キクラゲ栽培」

新
た
な
産
業
創
出
に
期
待


